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表 紙 　 ア サ ギ マ ダ ラ / 蝶 の 湖
　九頭竜川の源流の一つは岐阜県との県境にある油坂峠の頂上にある「蝶の水」という湧き水です。その昔、厳しい峠越えで
喉の渇きを癒やそうと岩をどけたところ、清水が湧きだすと同時にたくさんの蝶が舞っていたことから「蝶の水」と呼ぶよう
になったとされています。その下流にあることから「蝶の湖」と名づけられました。
　「アサギマダラ」は蝶には珍しく、長距離の「渡り」をすることで知られています。この「アサギマダラ」は渡りの途中で「蝶
の湖」に立ち寄ったようです。清流のそばで秋の花々の間を飛び回り、懸命に蜜を吸う姿からは「蝶の水」の伝説が蘇ります。

　大正生まれの初の国産・量
産型蒸気機関車。「ハチロク」
の愛称で親しまれ、最後は越
美北線で福井－大野間の貨物
輸送に使われました。現在、
笛資料館のそばに保管・展示
され、多くの SL ファンが訪
れています。

　JR九頭竜湖駅は国道158号線沿いの大野市朝日にある「越美北線」の終着駅です。
また、隣には道の駅「九頭竜」があり、多くの観光客やライダーの休憩所となっていま
す。道の駅では地場野菜や特産品を使った弁当などが人気で、わざわざ買い物を目的
として遠くから来訪される方も多いそうです。

　銘文によると、平安末期、平治の乱に破れ落ち延びてきた源
義平が里の娘「おみつ」に出逢い恋に落ちます。ここで二人は
平穏な生活を送り、やがておみつは子どもを宿します。しか
し義平は父が討たれたことを知り敵討ちに京へ上ることを決
意し、分かれの際におみつに一本の横笛を遺しました。その
笛が「青葉の笛」として今に伝えられています。

　笛資料館には青葉の笛のレプリカをはじめ、篠笛、能管、竜笛や、縄文・弥生時代の土笛など数多く
の笛が展示されています。

ア サ ギ マ ダ ラ「蝶の湖」の記念碑　「蝶の湖」

8620型蒸気機関車

源  義 平 公 と お み つ（ 笛 資 料 館 ）

J R 九 頭 竜 湖 駅 / 道 の 駅「 九 頭 竜 」

～秋の味覚「まいたけ」～

きのこ
の

王様！
？

「きのこの王様」と言われる舞茸は、標高 1,000 メートル程の山深くに
自生するきのこで、その名前の由来となっているように、運よく見つけ
ると舞って喜んだと言われる幻のきのこでした。旧和泉村では、昔から
おいしい舞茸が自生していましたが、特産品として広めるべく昭和 63
年頃から人工栽培が始められ、厳しい湿度管理によって、現在では季節
を問わず食卓に上るようになりました。1 年を通して食べられるように
なった舞茸ですが、やはり寒くなる頃が旬で旧和泉村の厳しい寒さが舞
茸をさらに美味しくするようです。



はじめに

　1991年のバブル崩壊以降、日本経済は長期の

低迷期に突入し、その根底を支える国内企業の

業績も厳しい環境にあることは誰もが認める事実

であろう。ちなみに、日本企業の収益環境を国税

庁公表の会社標本調査結果報告書「 税務統計から

みた法人企業の実態 」から眺めてみると、2013

年現在、法人企業2,585千社のうち利益計上法人

が823千社、欠損法人が1,762千社と、利益計上

法人は全体の31.8％に過ぎない（ 図表 -1 ）。しか

し、近年の状況をみると、2009年及び2010年の

27.2% をボトムにそのウエイトが上昇している

ことがわかる。この要因として、2008年のリー

マンショックからの景気持ち直しが企業収益の改

善に繋がっていることは否定できないが、それ以

外に何かしら日本企業の実力にプラスの変化が加

わっていることも考えられる。少子高齢化、人口

減少など、将来が危ぶまれる日本経済ではあるが、

その一方で近年注目を集める「 地方創生 」に実質

的に貢献しうる企業が国内各地、特に、ローカル

地域で増加しているのではないか。

　こうした視点に立ち、本稿では日本経済を下支

えする「ローカル企業群 」に焦点を当て、今、「ロー

カル企業群 」に何が起きているのか、豊かさ日本

一といわれ、かつ「 ローカル企業群 」が集積する

福井地域に絞って考察したい。なぜなら、当該地

域には古くから繊維産業や眼鏡枠産業などの地

場産業が集積し、こうした地場産業の内部に存す

る各々の企業が、時代の変化とともに多様な分野

へと複合化、多角化していく様を確認できたため

である。

福井県立大学　地域経済研究所
教授　南保　勝

変貌する地域産業と「ローカル企業群」
―福井の地域特性をモデルにして―
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資料：国税庁長官官房企画課『税務統計から見た法人企業の実態（2 0 1 3 年分）』

【単位：社、％】

区分 法人数
利益計上法人 構成比 欠損法人 構成比 合計

1955年分 266,887 68.9 120,378 31.1 387,265
1960年分 373,176 73.1 137,638 26.9 510,814
1965年分 453,517 64.0 255,287 36.0 708,804
1970年分 627,360 69.7 273,139 30.3 900,499
1975年分 690,170 57.0 520,830 43.0 1,211,000
1980年分 750,017 51.7 699,532 48.3 1,449,549
1985年分 739,205 44.5 920,805 55.5 1,660,010
1990年分 1,072,334 51.6 1,005,936 48.4 2,078,270
1995年分 853,980 35.5 1,550,047 64.5 2,404,027
2000年分 802,434 31.6 1,734,444 68.4 2,536,878
2005年分 849,530 32.9 1,730,981 67.1 2,580,511
2006年分 867,347 33.5 1,719,021 66.5 2,586,368
2007年分 852,627 32.9 1,735,457 67.1 2,588,084
2008年分 740,533 28.5 1,856,575 71.5 2,597,108
2009年分 710,552 27.2 1,900,157 72.8 2,610,709
2010年分 702,553 27.2 1,877,801 72.8 2,580,354
2011年分 711,478 27.7 1,859,072 72.32 2,570,490
2012年分 749,731 29.7 1,776,253 70.30 2,525,984
2013年分 823,136 31.8 1,762,596 68.20 2,585,732

図表－ 1 . わが国法人企業の実態 《利益計上法人の構成比の推移》

3 1 . 8%
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１．福井地域における主要ローカル産業と進む企業革新

（ 1 ）福井地域を支える主要ローカル産業

　本州日本海側のほぼ中央に位置する福井地域

は、その地理的環境から “ いにしえ ” より関西圏

と中部・関東圏を結ぶ重要な役割を担っており、

それだけに現在でも東西の文化、経済、慣習が混

在した地域としての特徴を有している。それは、

中央の木の芽山地を境にして北（ 嶺北地域 ）と南

（ 嶺南地域 ）で、地域性に大きな違いがみられる

ことからも明らかである。具体的には、北陸の一

部を担う嶺北地域に対し、嶺南地域は歴史、文化、

日々の暮らしぶりの面でもどちらかといえば関

西圏とのつながりが深い。また、この二つの地域

を規模の面から眺めてみると、人口、産業規模な

ど多くの面でおおよそ8割が嶺北地域に集中して

おり、そのバランスに大きな隔たりがみられるこ

とも興味深い事象の一つといえよう。

　しかし、こうした福井地域ではあるが、域内の

産業をみると、全国の中でも特異の地 場 産 業 が

集積した地域であることも見過ごせない。その

代表が、ポリエステル長繊維のテキスタイル生産

に特化し、川上（ 原糸メーカー）から川下（ 産地商

社 ）までの多様な業種が集積する繊維産業であり、

またメタル枠の生産では全国の9割以上を占める

眼鏡枠産業もあげられよう。その他、域内には、

一業一社体制を確立し、福井地域を構成するロー

カル産業の中でも数少ない市場に直結したモノ

づくりで順調な発展を続ける化学・プラスチッ

ク産業や、越前和紙、越前漆器、越前焼、越前打

刃物、越前箪笥、若狭塗り、若狭瑪瑙といった7大

伝統的工芸品産業が集積し、この分野では全国屈

指の一大拠点が形成されている。そして、これら

のローカル産業は、戦前、戦後を通じ幾多の試練

を乗り越えながら、今もなお地域に密着した産業

として息づいており、その発展を下支えしている

のが、その基盤を支える「 ローカル企業群 」にほ

かならない。

（ 2 ）福 井 地 域 を 支 え る　　　　　　　　　 
元気印の「 ローカル企業群 」

　では、こうした福井地域のローカル産業を下支

えする「 ローカル企業群 」には、いったいどのよ

うな企業があり、どのような取り組みがなされて

いるのか。その現実を地域内にある2大ローカル

産業、すなわち繊維産業と眼鏡枠産業から考察し

たい。

①  繊 維 産 業

　まずは福井地域にとって最も重要な産業の一つ、

繊維産業から見てみよう。近年、同産業分野では、

織物、ニット、染色業などで従来の量産・定番分

野から脱皮して、高機能テキスタイル分野或いは

非衣料分野へと積極果敢に取り組む企業が増加

している。ここでは、その取り組み内容として３

社の企業事例を紹介したい。

　まず１社目は、福井県坂井市に本社を置く「 前

田工繊 」である。同社は、以前から土木資材や環

境資材などジオシンセティクスのパイオニアと

して全国に知られているが、元々は戦前から続く

賃織りを主体とした機屋だったという。それが、

1971年、ふとしたきっかけで排水材として使わ

れるトンネル工事用の部材と出会う。当時、列島

改造ブームの最中でトンネル工事が多く、今後も

需要は伸びると踏んだ前田社長は、繊維素材での

排水材開発に挑んだ。そして1972年、暗渠排水

　従って、本稿では、1．福井地域を構成する主

要なローカル産業の概要を紹介するとともに、そ

の内部に存する「 ローカル企業群 」では、今、ど

のような取り組みがなされているか（ 事例研究を

含めながら ）。2．その取り組みをもたらした福

井の地域特性、産業・企業群の特徴（「 強み 」も

含め ）とは何か。以下では、この2つのテーマを

中心に考察を加えていきたい。
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管「 エンドレン 」の商品化に成功する。「 エンド

レン 」とは、合成繊維の中で最も硬く、弾力性の

あるテトロン剛毛糸を “ へちま ” 構造状に内部充

填して、外層を合成繊維フィルターで包んだ暗渠

排水管で、暗渠やトンネルの側壁、アーチなど構

造物の裏側の排水のために使われる部材である。

こうして同年、繊維を土木資材、環境資材で活か

す前田工繊株式会社が誕生した。2000年代に入

ると、同社では M ＆ A も活発化した。その理由を

「 イノベーションは、異質なもののまじわりから 」

と語る前田社長。2013年には買収したワシ興産、

ワシマイヤー、日本 BBS の3社を合併し、子会社

「BBS ジャパン 」を設立。世界的に有名な BBS ブ

ランドを傘下に収め、新たな挑戦が始まった。さ

らに、2014年には、石川県に本社を有する撚糸

メーカーダイイチの全株式10万株を取得し、子

会社化した。前田工繊グループの繊維製造工程

にダイイチの加工糸と編み物の製造技術や設備

を付加することで、産業資材事業を強化して業務

拡大を図る。M ＆ A は、様々な事業・人との融合

に繋がり、これにより全く新しいものが生まれる。

同社では、M ＆ A が新たな「 イノベーション 」を

導くための典型的な手法なのである。ちなみに、

2015年には、新たに未来テクノ株式会社を設立。

株式会社オガワテクノから防災・レジャー用テン

ト、衝撃緩衝マット、オイルフェンス等の製造及

び販売事業を譲り受ける。さらに、2016年、園

芸用ハウス、農業資材及び栽培システムの設計・

施工・販売を行う株式会社グリーンシステムを

子会社化した。同社の挑戦はまだまだ続く。

　次に紹介する企業は、商社や合繊メーカーの委

託加工からの脱皮を目指し、持ち前の製品企画力

により、ニット製品の開発・製造・販売から、応

用素材、環境対応システム構築まで幅広い事業展

開を行い差別化品の開発に注力するなど、オン

リーワンの製品づくりを実践している「 ミツカ

ワ 」（ 福井県越前市 ）である。同社では、創業以

来、ユーザーニーズへの更なる対応と効率性アッ

プを狙い繊維製品の一貫生産体制を確立し自社

ブランドの開発を精力的に行っているほか、産地

の糸加工メーカーとのタイアップによる差別化

素材の開発にも注力している。この事実は、同社

の技術系社員が全社員の3分の1を占めている現

実からもうかがい知ることができる。

　最後に、経編生地の開発と製造を主力とする「八

田経編 」（ 福井県鯖江市 ）を紹介したい。同社で

は、信頼される品質、信頼される技術、信頼され

る感性を3つの柱にして、エンドユーザーにでき

るだけ近い場所での開発と連携を行い、衣料、ス

ポーツシューズ、自動車内装材（ シート、ドア内

張り、天井材 ）など多様な分野での製品開発が行

われ、市場から高い評価を得ている。中でも、高

級アパレルに用いられるベロア調の低パイル生

地はダブルラッセル機で編んだ2ミリ厚の非常に

薄い生地を更に1ミリ厚の2枚に分ける高精度の

センターカット技術が用いられている。柔らか

さとシルエットの美しさを共生させたこの生地は、

アルマーニ、プラダなどの高級ブランド衣料にも

採用されているという。そのほか、「 セーレン 」

のエアバック、「 ウラセ 」の電磁波シールド、「 白

崎コーポレーション 」の防草シート、はやぶさ搭

載アンテナとして採用された「サカセアドテック 」

の3軸織物複合材、「 ミツヤ 」および「SHINDO」

の炭素繊維複合材料基材（ 航空機エンジン部材 ）、

「 福井経編興業 」の絹100％小口径人工血管の開

発など、福井繊維産地では様々な分野で多様な製

品づくりに積極果敢に挑戦する「ローカル企業群 」

が存在しているのである。

　そして、こうした動きに伴い産地内企業の二極

化の動きも顕著となった。すなわち、その一つが、

大手・中堅企業を中心に高機能テキスタイルや

ハイテク産業資材といった非衣料分野へ傾斜を強

める「ローカル企業群 」の動きであり、もう一つは、

小規模零細企業を中心に、これまで蓄積された技

術力と川下への粘り強い営業力で、職人技を発揮

し小ロットのファッション・テキスタイルや生

活資材でアパレルへの直接販売を手がけ自立化

を図る「 ローカル企業群 」の動きである。いずれ

にせよ、これらの動きは激変する内外環境を力強

く乗り越え、21世紀を積極果敢に生き抜こうと

する構造転換の動きとして大いに評価すること

ができる。
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②  眼 鏡 枠 産 業

　次は、福井県鯖江市中心に集積する日本最大の

眼鏡枠産業であるが、同産業の産地内部でも、近

年、多様な動きを見せる「 ローカル企業群 」が出

現している。その中で最も注目すべき企業とし

ては、産地のリーディングカンパニーとして存在

し、現在、チタン製医療器具の開発で、鯖江メガ

ネフレーム産地の活性化に挑む「シャルマン 」（福

井県鯖江市 ）をあげなければならない。

　同社では、これまでも顧客目線の製品開発、そ

れを可能とする技術開発を実践してきたが、5年

の歳月をかけ開発した最先端の光加工技術、微細

精密レーザー技術の開発は、同社に新分野進出の

きっかけをもたらした。話は2009年に遡る。あ

る日のこと、福井県鯖江市出身で白内障・屈折矯

正手術では第一人者で日本臨床眼科学会会長の

清水公也氏（ 北里大学教授 ）が同社を訪れた。目

的は、チタン製施術器具の製作依頼である。現在

主流のステンレス製手術器具は加工し易い反面、

錆、磁性の問題がある。軽さのわりには強度があ

るチタンなら、こうした問題を解決できるのでは

ないかと考えた。当時、同社では医療業界への参

入は視野にあったものの、医療現場との接点の確

保が難しく、清水公也氏の来訪が同社の医療業界

進出のきっかけとなった。本格的な参入は2012

年（ 平成24年 ）から。メガネフレームの開発・

製造を通じ培ってきた最先端の素材開発やレー

ザー加工技術を活かし、チタン製品を中心とした

眼科用手術機器、脳神経外科用手術機器の開発が

始まった。「 わが社では、医療器具の開発に当た

り、業界から誰一人引き抜いたこともありません。

これまで培った幅の広い技術力で、どうすれば作

れるかがわかるんです 」と語る堀川会長。部品

製造から一貫生産体制へのシフト、それにより多

様な技術力を確立し、どのような事態に遭遇して

も解決できる高い技術レベルを備えている同社

の強さをうかがい知ることができた。こうして

2014年（ 平成26年 ）4月、脳神経外科の世界的

権威として知られる米国デューク大学の福島孝

徳教授からの助言を基に開発した9種類104アイ

テムの開発品を発表した。今回の開発品は、脳腫

瘍手術用のはさみや、血液や髄液を取り除く吸引

管、1ミリ前後の微小な血管縫合に使用する持針

器のほか、ピンセットや剥離子など。特に、はさ

みやピンセットの先端部はクラッドメタルで知

られる「武生特殊鋼材 」の高硬度特殊鋼を使用し、

高い切れ味と耐久性を実現、理美容業界に高級

はさみを製造販売している「 シザーズ内山 」から

もはさみの理論を教わった。いわば、「 シャルマ

ン 」をオーガナイザーとして多様な地元企業の

知の連携により生まれた新製品ともいえる。鯖

江産地は、約30年前にチタンフレームを開発し、

世界のチタンフレームをリードしてきた。ひょっ

として、そのチタン精密加工技術を未来に繋げ

るための先導役を同社が果たしているのかも知

れない。

　このように鯖江のめがね産地は、内外の環境変

化に直面し、今、大きな変革の時期を迎えている。

それは、今後の産地がこれまでの眼鏡枠生産を唯

一とする産地特性から脱皮し、本業（ 眼鏡 ）部門

を発展的手段と位置付けながらも、一方ではこれ

まで培った技術、流通網などを武器に新分野進出

を視野に入れた展開（ 複合産地化 ）をはかるべき

時期にあることを意味する。言い換えれば、鯖江

がこれまでの「 めがね枠産地 」というイメージか

ら脱し、その得意とする難加工材料の加工技術に

より、あらゆる形状の加工に対応可能な ｢ 金属微

細加工産地 ｣ へと転換することである。産地では、

前述した「 シャルマン 」などの医療分野参入以外

にも、メガネ枠への加飾技術を応用して携帯電話、

自動車内装部品等へ加飾を行う企業も見られる

ほか、産地内若手10数名が「 ギフト組 」と呼ばれ

るグループを結成し、これまでの眼鏡技術を活か

しながらもメガネにとらわれない自由な発想で

オリジナル商品の開発に取り組む動きも見られ

るようになった。それは、「 厚さ2㎜のペーパー

グラス（老眼鏡 ）」、「オールタイムサングラス（紫

外線対策 ）」「 めがねの技術を活かしたアクセサ

リー」などの開発に繋がっている。今後、こうし

た動きが産地内でさらに伝播し、各々の企業がそ

れぞれの新たな分野へ展開を図っていく複合産

地へと変貌していくことに期待したい。
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（ 1 ）小 規 模 企 業 が 多 い も の の 、　 　 　 　 　
技 術 水 準 は ト ッ プ ク ラ ス

　ところで、福井地域は中小・小規模事業所が比

較的多い地域としても知られているが、その中で

技術水準が非常に高いという一面も見逃せない。

図表 -2はそれを裏付ける資料である。これによ

ると、北陸3県の中でシェアトップを誇る企業は

石川県が38社、46品目、富山県が32社、40品目

にとどまる中、福井県は35社、45品目を数える。

経済規模の面で、福井県は石川県、富山県のおお

よそ７割程度であることを考慮すると、福井地域

に存する企業の技術水準は相対的に高く、他の地

域を上回るポジションにあると言えよう。では、

何故、福井地域の企業の技術水準が高いのか。そ

の理由としては、おおむね以下の3つの事実があ

げられる。

　第1の理由は、前述した福井地域の主要産業、

いわゆる繊維産業の中にその秘密があるのではな

いか。例えば、かつての「ガチャマン時代 」（1950

年代 ）、織布工場が嶺北地域に数多く存在してい

た時代である。あの頃、各織屋の従業員の中で技

２ . ずば抜けた「ローカル企業群」を生み出す福井の地域特性

福井鋲螺(株)
(株)エイチ・アンド・エフ(株)コバード

ナックグループ(株)海道工業
ナックグループ日本真空化学(株)

日東産業(株)
日華化学(株)
(株)廣部硬器

セーレン(株)
(株)エコ・プランナー
ジャパンポリマーク(株)

小野谷機工(株)

日信化学工業(株)
アイシン・エィ・ダブリュ工業（株)

武生特殊鋼材（株)

倉茂電工（株)

(株)丸仁

(株)シャルマン

サカセ・アドテック(株)

(株)ミツヤ

(株)松浦機械製作所

(株)タケダレース

清川メッキ工業(株)
ケイ・エス・ティ・ワールド(株)

(株)日本エー・エム・シー

(株)ホクコン

(株)ホプニック研究所

フクビ化学(株)
アイテック(株)

ヤマトタカハシ(株)

デンヨ－(株)福井工場

小浜製綱(株)

(株)イシダ

青山ハープ(株)
(株)ミルコン

資料：北陸経済連合会、北陸電力会社『北陸のシェアトップ企業』（２０１４年）より

図表－２ . 福井県のシェアトップ企業

機械・金属

電気・電子

繊維

化学

窯業・ガラス

プラスチック

その他 北陸３県のシェアトップ企業
福井県 3 5社 4 5品目
富山県 3 2社 4 0品目
石川県 3 8社 4 6品目
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術を司る「運転手 」と呼ばれる男性従業員がいた。

当時の織機はフライ織機が主流であり、仕組みは

縦糸の間を走る横糸をまいた筒状のもの、いわゆ

る杼（ 通称、さす ）、シャトルと呼ばれる装置が

左右に往復しながら織り込んでいく。その際、特

に強撚ものの織物を織る場合などは、シャトルの

跳ね返りの強弱により織物の質が問われるといっ

た課題があり、それを調整していたのが「運転手 」

であった。つまり、当時の繊維産業は装置産業と

呼ばれたものの、「 運転手 」が保有 する技術の差

により織物の仕上がりが変わるといった、極めて

デリケートな技術を要求されていたのである。そ

して、こうした技術を身に着けた「 運転手 」が「こ

うしゃな人（技術にたけた人 ）」として重視された。

つまり、福井県はクオリティーの高い職人技とも

いうべき暗黙知を備えた人財が早くから必要と

され、その流れが現在の福井地域の製造業の DNA

として根付いてきたのではないか。

　第2の理由は、中小・小規模事業所が多い地域

であるが故の悩み。それは、ちょうど1985年の

プラザ合意以降、日本企業が海外展開を始め、空

洞化が進んだ時代に押し寄せた。この時、福井地

域の中小・小規模事業所は下請け比率が全国2位

にあり、その中で福井の地域企業にとって進むべ

き道は3つの方向に限定された。第1の道は、親

企業と一緒に海外に出向くこと。第2の道は、こ

れまでの下請けから脱して、技術、製品、流通、

従業員の質、マネジメントなど様々なところで自

社独自のオリジナリティーを確立すること。そ

して、第3の道は、研究開発型企業、いわゆるファ

ブレス企業として、親企業の研究・開発部門の一

翼を担うことである。おそらく、福井地域の中小・

小規模事業所は製品面でのオリジナリティー、あ

るいはファブレス企業（ 研究開発型企業 ）として

チャレンジしていったのであろう。それが高い

技術力保有につながっていった。

　第3の理由は、早くから福井県企業の技術支援

を果たしてきた福井県工業技術センターの存在

を挙げなければならない。同センターは全国的

にみても設立時期が早く、1902年に設置された。

当時の日本における産業界の大勢は織物工業の

発展が急務であったが、そのころ、同産業の製造

方法は手工業的であり、これを機械的に前進させ

る必要があるなど研究余地が多く、改善を図るこ

とが重要課題であった。こうして日本で最も古

い歴史を有する工業系公設試験研究機関となる

工業試験場が福井市に誕生したのであった。

（ 2 ）ク ウ ォ リ テ ィ ー の 高 い 労 働 力 の 保 有

　『 平成24年就業構造基本調査 』（ 総務省 ）から、

福井県民の就業状態をみると、15歳以上の人口

689千人（ 男性330千人、女性359千人 ）のうち

有業者は423千人で、率にして61.4% を占める。

このことは職を持つ県民が多いことを示してお

り、これは東京に次ぐ全国2位の水準である。特

に、女性の場合は全国1位の有業率（ 53.0%）を誇

り、その結果、共働き率（ 夫婦のいる世帯の中で

夫婦とも働いている場合 ）も56.8% と全国1位の

水準にある。さらに、離職率は4.1%（ 全国5.0%）

と全国46位。つまり、福井県民は、働き者で仕事

に一度就いたらなかなか辞めない、あきらめない

粘り強い県民性の持ち主であることがうかがえる。

見方を変えれば、こうした県民性が豊かさ日本一

という地域特性をもたらしているのかも知れない。

では、どのようにしてこのような勤勉で粘り強い

県民性、特に女性の就業者が多い地域が出来上

がったのであろう。この答えを福井地域が持つ「歴

史観 」、「 宗教観 」、「 地域風土 」という3つの側

面から考察したい。

　まずは「 歴史観 」からその背景を考えてみよう。

昭和の中期、ちょうど1950年 ~60年代、福井地域

では繊維産業が大いに栄えた時代があった。前述

したガチャマン時代である。当時の機織機として

活躍したフライ織機が1回「 ガチャン 」と音を立

てて機を織ると1万円札が湧いて出るくらい福井

地域は繊維産業で景気が良かった。それを例えて

「 ガチャマン時代 」と呼ばれていた。この頃の福

井は、景気の良い機屋に目をつけ次々と家内工業
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として独立する人々が後を絶たず、嶺北地方一円

どこに行っても「 ガチャトン、ガチャトン…」と

機の音が絶えることがなかった。しかし、主にそ

の機を織っていたのは女性だったのである。では、

男性は何をしていたのか。全部ではないが、機屋

の主人（ 男性 ）の多くは稼業をご婦人に任せ、い

わゆる「 魚屋（ さかなや ）」と称する今の時代でい

う料亭で昼間から宴を催し遊びほうけている人が

多かったのである。思い起こせば、福井県はその

頃から女性の社会進出が盛んであったのであろう。

しかし、そのルーツは、もっと遡ることができる。

福井に繊維産業が持ち込まれたのは、712年（ 和

同5年 ）と聞いている。時の政府がこの地で綾錦

織物の生産を奨励したのが始まりといわれるが、

その後、江戸時代に入り、福井に入封した結城秀

康も織物の生産に注力した。しかし、2代目藩主

の松平忠直以降、石高の極端な減歩という悲運に

見舞われた福井藩では、武家婦人の手内職として

織物で生計を立てるというスタイルが定着して

いった。そして、明治の殖産興業、つまり地域を

あげて繊維産業に注力していった時代、江戸時代

から織物業で活躍していた女性たちが労働予備軍

として繊維産業の担い手になっていったのであ

ろう。繊維産業以外にも福井県には女性が主役

の職場が出来上がった。明治期の終わり1905年

（ 明治38年 ）に増永五左衛門によって持ち込まれ

た眼鏡枠産業である。そこでもやはり労働集約型

産業として女性労働者の活躍の場があった。「 歴

史観 」からみれば、こうした背景が今の女性就業

率の高さにつながっていったのではないか。

　そして二つ目の「 宗教観 」についてである。こ

こでは福井県の嶺北地方で門徒宗７割以上（ 福井

県全体では約6割 ）を占める浄土真宗の影響を語

らなければならない。浄土真宗の教えが福井県

民の労働意識、すなわち勤勉で粘り強い人々を作

り出すルーツとなったと考えられるためである。

1471年、この福井の地に入った蓮如上人は、福

井の北端にある吉崎地区に坊社を立て布教活動を

行った。1473年に蓮如上人が示した「 真宗門徒

の掟11か条 」を読むと、「 もろもろの神菩薩等を

軽ろんじてはならない、諸法諸宗を誹謗してはな

らない、わが宗のふるまいをもって他宗を非難し

てはならない、念仏者は国の守護地頭を大切にす

ることを決して軽んじてはならない…」等、一見、

協調主義ともみえるが、人々に我慢、忍耐するこ

との大切さを教えた。そして、この影響を受けた

福井県民の DNA はやがてモノづくりの面でも大

いに良い影響として広がっていったのであろう。

福井地域では、宗教の持つ力が地域住民の生き方

に影響し、それが男性だけでなく女性の職業観に

も大きなインパクトを与えたことを確認しなけ

ればならない。

　最後に、3つ目の「 地域風土 」についてである。

これについてはもはや語るまでもないが、福井地

域は、繊維産業、眼鏡枠産業など軽工業を中心と

した地域であること。さらに、中小・小規模事業

所が多いこと。言い換えれば、労働集約型の産業、

中小・小規模事業所を中心とした福井県は、比較

的小さな経済力、産業力のわりに多くの労働力を

必要とした。それが結果として、女性就労者の多

さにもつながっていったのであろう。また、働く

女性に対する地域社会の受け入れ態勢が整って

いたことも挙げなければならない。例えば、歴史

的にみると、主要産業の一つである繊維関連の企

業では、女性就労者の子育て環境を充実させるた

めに、企業自らが保育園を経営し、特に、福井県

奥越地方にある勝山市では、仕事をしながら学べ

る環境整備のため夜間高校（ 勝山精華高校 ）まで

創るなど、早くから学び働く環境づくりが整備さ

れた。また、福井地域は他地域に比べ三世代同居

が多く、一家の年寄が子供を育てる慣習が出来上

がっていたことや、待機児童ゼロといった子育て

環境の整った地域であることなども、女性就労者

を増やす要因に繋がったものと思われる。その他、

地域社会においても、是非はともかく、女性の就

労、特に「 嫁が働くことは当然 」と考える地域風

土を備えた地域であったことも一つの要因とし

て挙げなければならない。
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（注 ）本稿は、一般社団法人日本経営協会へ寄稿した「地域経済の発展を担う「ローカル企業群 」の実力

―福井モデルを事例として―」『オムニ・マネジメント 』「2016.4 」を加筆・修正した。
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　これまで述べてきたように、福井地域は、高い

技術水準とそれを支えるクウォリティーの高い

労働力を備えた地域なのである。このことが現

在の多様な「 ローカル企業群 」を生み出す原動力

となっている。

　今、企業を取り巻く環境は大きく変化してい

る。自動車産業での変革、化石エネルギーから

再生可能エネルギーへの注目、生産の集中から

国際分散化への動き、環境技術や循環型社会へ

の注目、農業のビジネス化、さらに未来産業と

して拡大が見込まれる ICT 等、様々な分野で大

きな転換期（= 構造変化 ）を迎えている。そして、

こうした大転換は地方の企業或いは産業界にとっ

て大きなチャンスと捉えるべきではないか。言

葉 を 替 え れ ば、こ う し た 大 転 換 期 だ か ら こ そ、

日本のローカル企業が大変身できるチャンスが

巡ってきたとは言えないか。福井地域の「 ロー

カル企業群 」のように粘り強くかつ高度なモノ

づくりの DNA を有する企業群は、日本のいたる

ところに存在する。だからこそ、このチャンス

を見逃すことなく様々な分野で多様な成果に結

び付けていくことが必要なのではないか。もは

や景気変動に一喜一憂する時代は終わった。今

まさにローカル企業が大いに活躍できる時が来

た。そのために、各々の企業は、まず自社のマ

ネジメントが時代の変化についていけるか否か、

もっと言えば、自社独自の技術・ノウハウ、製

商品、社員の質、流通、情報網など経営資源の再

点検を図り、自社の経営革新を図るべき時であ

ろう。
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健康ライフ
ＶＯＬ.9

目の疲れ度CHECK
目が重い
頭が重い
目が乾きやすい
まぶたがピクピクと小さく動く
急に視力が落ちた
頭が押し付けられるような感じがする
肩こりや頭痛がある
目がショボショボして開かない
物がぼやけて見える
寝不足
頭の後ろや首が痛い

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

個当てはまる人は
個以上当てはまる人は

3～7 要注意
危険8

疲れ目とは

目の疲れをとる方法

ドライアイにも注意が必要︕

　目の筋肉は遠くを見るときにはリラックスし、
近くを見るときには力が入って緊張しているの
で、近くのものを長時間見続けることは疲れ目
を誘発することになります。疲れ目がひどくな
ると眼精疲労になり、目の疲れだけではなく、
頭痛・肩こり・めまい・集中力低下・全身のだ
るさなど様々な症状が現れます。一晩寝ても目
のかすみや痛みなどが回復しないことが眼精疲
労のひとつの目安です。寝ても疲れ目が治らな
い場合は一度眼科にかかり、まず目の病気では
ないかどうかを診察を受けることが大切です。
白内障など、疲れ目の背後に病気が隠れている
ことがあるからです。また、高血圧や糖尿病な
どの病気でも疲れ目の症状がでることもあるの
で注意が必要です。

① 5 ～ 1 0 分目を温める
　病気からくる眼精疲労でない場合、ほとんど
は目の筋肉や神経の使い過ぎが原因です。その
ため、筋肉のこりをほぐして神経を休ませてあ
げることが重要です。疲れは「温める」ことで
筋肉のこりがほぐれ、ピント調節機能が改善し
ます。電子レンジで 40℃程度に温めた蒸しタオ
ルで目を温めましょう（やけどにご注意ください）。

②遠近ピント合わせストレッチ
　目の筋肉は遠くを見ると
リラックスできるので、意
識的に遠くを見るようにし
ましょう。窓の外の風景を
見るのが一番ですが、室
内 の 3 ～ 5m 先 で も OK。
30cm 程度近くを見るのと交
互に 5 ～ 10 回繰り返し
ましょう。

　疲れ目とともに増えているのがドライアイです。10 秒間まばたきをせずに目を開けていられない場合、
ドライアイの可能性があります。ドライアイの原因は多岐にわたりますが、目が冷暖房で乾いた空気にさら
されることやテレビ視聴や読書などで同じところを凝視することによってまばたきが減ることが主な要因の
一つです。ドライアイは目の痛みや視力の低下を引き起こすだけでなく、仕事の生産性も下げることが分かっ
ています。30分に一回は目を休め、意識的にまばたきをしたり、目薬をさすようにしましょう。

　現代はテレビやパソコンなど社会の情報化が進み、目にとって過酷な環境になってきてい
ます。情報の 90％は目から得ていると言われており、知らず知らずのうちに目を酷使して
いるのかもしれません。「疲れ目」にならないよう、上手にケアをしましょう。

　目の病気が進むと、仕事中に必要以上に疲労感を感じたり、日常生活がとても不便になります。
「あれ、おかしいな？」と感じたら、早めに対策を取りたいですね♪

保健師　表　仁美

まずは疲れ度CHECK

目の疲れ、感じていませんか？
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【調査の目的】 
 福井県内企業のみなさまにアンケート調査を行うことで、 景気動向（県内企業の現在の経営環境
や今後の見通し）について情報提供いただき、共有することで、今後のみなさまの経営に少しでも役
立てていただくことを目的としております。 

 
【調査概要】 
・調査対象企業 福井県内の企業 1,155社 
・回答企業 378社（回答率  32.7%） 
・調査時期 平成28年9月初旬 

 
【ＤＩ調査について】 

このアンケート調査では、ＤＩ(Diffusion Index)による分析を行っております。ＤＩは、「好転」と回答し
た企業の割合と「悪化」と回答した企業の割合との差を求めたものです。 景気が良い場合はプラス
幅が大きくなり、景気が悪化している場合はマイナス幅が大きくなります。 
※ 原材料価格、在庫状況については、「上昇」と回答した企業の割合から「低下」と回答した企業の割合との
差を求めており、上記の判断とは逆の傾向を示します。 

 
 
 
 
 
【回答企業の概要】 
 
 

 
【総評】 

 足元の景況感は、欧州や中国の景気減速や先行きに対する不安感から、前期に引き続き、マイ
ナスとなっています。 

 業種別では、繊維が大きく低下しマイナス幅を広げるなど、製造業は総じて厳しい状況となってお
り、非製造業においても回復には至っておりません。 

 地域別では、すべての地域でマイナスの水準となっており、坂井地区における低下が際立ってお
ります。 

 先行きについては、上昇が見込まれております。製造業では、機械、繊維等の急回復でマイナス
を埋め、非製造業においてはプラス圏に転じ、全体でプラス圏に入ることが予想されています。 
 
※ 本調査の調査結果をまとめるにあたっては、福井県立大学地域経済研究所 江川誠一講師にご協力いた
だきました。 

 
 

 
  

 
福井銀行景気動向調査 調査結果 

 
（平成28年7～9月 当期（実 績）） 
（平成28年10～12月 次期（見通し）） 

 
株式会社 福井銀行 経営企画グループ 

情報支援チーム 

42 

18 

41 

3 

8 

142 

19 

48 

4 

53 

0 50 100 150 200

福井地区 

坂井地区 

丹南地区 

奥越地区 

嶺南地区 

製造業 

非製造業 

繊維

機械

眼鏡関連

化学

その他製造業

建設業各種

サービス業

卸・小売業

情報通信業

不動産業

製造業 
30% 

非製造業 
70% 
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Ｈ Ｈ

非製造業

製造業

全業種

非製造業

製造業

全業種

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種

業況① 

• 業況ＤＩは、前期からほぼ横ばいで、マイナスの厳しい水準となっており、前回調査時の予
想を大きく下回った。先行きは上昇が見込まれている。  

• 業種別にみると、製造業は前期から低下し、マイナス幅を広げている。非製造業はわずか
に上昇したものの、3四半期連続でマイナスの水準となっている。  

• 先行きは、製造業、非製造業ともに大幅な上昇が予想されている。  
 

●自社の業況判断ＤＩの推移 

●業況判断ＤＩ 

Ｈ Ｈ

良くなる 悪くなる 
(見通し) ＤＩ（前年同期比） 

「良
く
な
る
」と
す
る 

企
業
の
割
合 

「悪
く
な
る
」と
す
る 

企
業
の
割
合 
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• 製造業では、機械は上昇するもマ
イナスの厳しい水準となってい
る。  繊維、その他製造業は大幅
に低下しマイナス幅を広げて一段
と厳しい状況になっている。眼鏡
関連は大幅に上昇しプラスに転じ
ている。化学は高い水準を維持。  

• 先行きは、機械は大幅に上昇しプ
ラスの見通し。繊維、  その他製造
業は大幅な上昇の見通し。化学
は低下が予想されている。眼鏡
関連は低下が予想されている。  

• 地域別では、福井地区はマイナ
ス圏で横ばい。坂井地区はマイナ
ス幅を広げ一段と厳しい状況に
なっている。丹南地区はやや上昇
している。嶺南地区は上昇してい
るものの3四半期連続のマイナス
となっている。  

• 先行きは、福井地区、丹南地区、
嶺南地区は大きく上昇しプラス圏
の見通し。坂井地区は大きく上昇
するもマイナスの見通し。  

業況② 

• 非製造業では、建設業、卸・小売
業は上昇するもマイナスの厳しい
水準となっている。各種サービス
業は横ばい。  情報通信業は上昇
し高い水準を維持している。  

• 先行きは、建設業は、  マイナス幅
を大きく縮める見通し。   卸  ・  小
売業、各種サービス業は、大きく
上昇しプラスに転じる見通し。情
報通信業は低下が予想されてい
る。  

Ｈ Ｈ

繊維 機械 眼鏡 化学 その他

繊維 機械 眼鏡 化学 その他

●業種別業況判断ＤＩ（製造業） 

（％） 

Ｈ Ｈ

建設業 各種

ｻｰﾋﾞｽ業

卸・

小売業

情報

通信業

不動産業

●業種別業況判断ＤＩ（非製造業） 

（％） 

Ｈ Ｈ

福井地区 坂井地区 丹南地区 奥越地区 嶺南地区

●地域別業況判断ＤＩ 

（％） 
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収益状況 

受注残高 

売上（工事）高 

• 売上（工事）高ＤＩは、前期より上
昇するも、3四半期連続でマイナ
スとなっている。  

• 業種別にみると、製造業は前期
よりさらに低下し、マイナス幅を
大きく広げている。非製造業は
上昇するも、マイナスとなってい
る。  

• 先行きは、製造業、非製造業と
もに上昇し、プラスに転じる見込
みとなっている。  

• 収益状況ＤＩは、前期より上昇す
るも、マイナスとなっている。  

• 業種別にみると、製造業はマイ
ナス圏でほぼ横ばい。非製造業
は上昇するもマイナスとなって
いる。  

• 先行きは、製造業は、マイナス
幅を縮小する見込みとなってい
る。非製造業はプラスに転じる
見込みとなっている。  

• 受注残高ＤＩは、ほぼ横ばいで、
3四半期連続のマイナスとなって
いる。  

• 業種別にみると、製造業は大幅
に低下し、マイナス幅を大きく広
げている。非製造業は大きく上
昇するも、マイナスとなってい
る。  

• 先行きは、  製造業は大幅な上
昇を予想するもマイナスの水準
を続ける見通し。  非製造業は上
昇が予想されるものの、依然と
してマイナスの水準。  

Ｈ Ｈ

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種

Ｈ Ｈ

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種

Ｈ Ｈ

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種
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Ｈ Ｈ

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種

Ｈ Ｈ

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種

原材料（仕入・資材）価格 

在庫 

製（商）品販売価格 

• 製（商）品販売価格ＤＩは、前期
からやや低下し、マイナス幅を
広げている。  

• 業種別にみると、製造業は前期
よりさらに低下し、マイナス幅を
大きく広げている。非製造業で
はほぼ横ばいとなっている。  

• 先行きは、製造業、非製造業と
もにほぼ横ばいで、依然マイナ
スの見通しとなっている。  

• 原材料（仕入・資材）価格ＤＩは、
大きく低下し、プラス幅を縮小さ
せている。  

• 業種別にみると、製造業、非製
造業ともに同程度の大幅な低下
となっているが、非製造業にお
ける水準の方が高くなっている。  

• 先行きは、製造業、非製造業と
もに、上昇に転ずる見通し。  

• 在庫ＤＩは、マイナス圏で横ばい
となっている。  

• 業種別にみると、製造業は、や
や低下しマイナス幅を広げてい
る。非製造業はほぼ横ばいで、
マイナスの水準。  

• 先行きは、製造業、非製造業と
もにほぼ横ばいの見込みとなっ
ている。  

Ｈ Ｈ

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種
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資金繰り 

所属業界の中長期的な景気動向 

雇用者数 

• 雇用者数ＤＩは、やや低下してい
るものの、高い水準を続けてい
る。  

• 業種別にみると、製造業、非製
造業ともに低下し、同程度のプ
ラス水準となっている。  

• 先行きは、製造業、非製造業と
もに引き続き低下が予想される
ものの、高い水準を維持する見
通し。  

• 資金繰りＤＩは、前期からほぼ横
ばいとなっている。  

• 業種別にみると、製造業ではほ
ぼ横ばいで、非製造業ではやや
上昇している。  

• 先行きは、製造業ではほぼ横ば
い。非製造業は低下が予想され
るものの、プラスの水準を維持
している。  

 

Ｈ Ｈ

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種

Ｈ Ｈ

非製造業 製造業 全業種

非製造業 製造業 全業種

Ｈ 年 ～ 月

次半期 見通し）

Ｈ 年 ～ 月

次々半期 見通し）

全業種

製造業

非製造業

全業種 製造業 非製造業

• 所属業界の中長期的な景気動
向は、足元と比較してＨ29年1～
6月で大幅なマイナスとなってお
り、Ｈ29年7～12月でも同程度
のマイナス水準の見通しとなっ
ている。  

• 業種別にみると、製造業、非製
造業ともに同様の傾向にあるが
製造業において、より厳しいマイ
ナス水準を見込んでいる。  
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経営上の問題点（複数回答） 

今後の経営方針(複数回答） 

新分野への進出

得意分野への特化

販売力の強化

品質・サービスの向上

低価格戦略

合理化・効率化

情報化の推進

販売・仕入れルートの見直し

従業員教育の強化

人件費削減

経費削減

提携・合併の推進

事業の縮小

各事業の転換

その他

月期

月期

月期

月期

（％） 

販売・受注の停滞、減少

販売・受注競争の激化

販売・受注価格の低下

仕入価格の上昇

人手・人材不足

人件費高

設備過剰

設備の不足・老朽化

販売力の不足

合理化の不足

借入れ難

在庫過剰

代金回収の悪化

為替相場の影響

その他

月期

月期

月期

月期

（％） 
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業種別分類集計① 

設備投資の有無 
●設備投資の有無 ●設備投資の目的（複数回答） 

生産・販売力の拡充

合理化・省力化

新規事業・研究開発

維持・補修・更新

公害・安全対策

その他

月期

月期

月期

月期

月期

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全業種 

製造業 

非製造業 

予定している 予定していない 

（単位；％）

良くなる 悪くなる 良くなる 悪くなる 良くなる 悪くなる
増加 減少 増加 減少 増加 減少
多い 少ない 多い 少ない 多い 少ない
上昇 低下 上昇 低下 上昇 低下
増員 減員 増員 減員 増員 減員
容易 困難 容易 困難 容易 困難
① ② ③ ①－③ ① ② ③ 前期比 ①－③ ① ② ③ 今期比 ①－③

業況 ▲ 11.1 ↓ ▲ 11.5 ▲ 1.2 ↑
製造業 ▲ 15.7 ↓ ▲ 22.3 ▲ 5.9 ↑

繊維 ▲ 10.7 ↓ ▲ 47.9 ▲ 7.4 ↑ ▲ 4.3
機械 ▲ 41.0 ↑ ▲ 25.0 ↑
眼鏡 ▲ 50.0 ↑ ▲ 25.0 ↓
化学 ↑ ↓
その他 ▲ 7.1 ↓ ▲ 20.8 ▲ 8.9 ↑ ▲ 1.9

非製造業 ▲ 9.3 ↑ ▲ 7.0 ↑
建設業 ▲ 18.9 ↑ ▲ 11.6 ▲ 2.7 ↑ ▲ 7.3
各種サービス業 ▲ 2.4 ↓ ▲ 3.2 ▲ 1.2 ↑
卸・小売業 ▲ 12.8 ↑ ▲ 11.0 ▲ 0.7 ↑
情報通信業 ↑ ↓
不動産業 ↑ →

売上（工事）高 ▲ 11.9 ↑ ▲ 8.9 ▲ 2.1 ↑
製造業 ▲ 13.2 ↓ ▲ 20.5 ▲ 2.5 ↑

繊維 ▲ 7.1 ↓ ▲ 39.2 ▲ 11.1 ↑ ▲ 4.3
機械 ▲ 40.9 ↑ ▲ 16.7 ↑
眼鏡 ▲ 25.0 ↑ ▲ 25.0 ↓
化学 ↓ ↓ ▲ 25.0
その他 ▲ 10.7 ↓ ▲ 28.3 ▲ 5.4 ↑

非製造業 ▲ 11.4 ↑ ▲ 3.9 ▲ 2.0 ↑
建設業 ▲ 20.3 ↑ ▲ 11.6 ▲ 6.7 ↑ ▲ 7.2
各種サービス業 ↑ ↑
卸・小売業 ▲ 16.6 ↑ ▲ 11.1 ▲ 5.0 ↑
情報通信業 ↑ ↓
不動産業 ↑ →

収益 ▲ 9.5 ↑ ▲ 5.3 ▲ 6.2 ↑ ▲ 0.6
製造業 ▲ 11.7 ↑ ▲ 11.6 ▲ 9.2 ↑ ▲ 4.5

繊維 ▲ 7.2 ↓ ▲ 30.4 ▲ 18.5 ↑
機械 ▲ 23.8 ↑ ▲ 8.4 ↑
眼鏡 ▲ 25.0 ↑ ▲ 25.0 ↓
化学 ↓ ↓ ▲ 25.0
その他 ▲ 10.7 ↓ ▲ 15.1 ▲ 10.7 ↑ ▲ 7.5

非製造業 ▲ 8.6 ↑ ▲ 2.6 ▲ 5.2 ↑
建設業 ▲ 23.3 ↑ ▲ 20.6 ▲ 13.7 ↑ ▲ 8.8
各種サービス業 ↑ ▲ 8.5 ↓
卸・小売業 ▲ 11.2 ↑ ▲ 8.3 ▲ 3.5 ↑ ▲ 1.6
情報通信業 ↑ ↓ ▲ 16.6
不動産業 ↑ →

受注残高 ▲ 16.0 ↑ ▲ 15.2 ▲ 8.4 ↑ ▲ 4.9
製造業 ▲ 13.1 ↓ ▲ 26.3 ▲ 13.3 ↑ ▲ 9.5

繊維 ▲ 12.5 ↓ ▲ 45.5 ▲ 8.7 ↑ ▲ 13.6
機械 ▲ 15.8 ↓ ▲ 45.0 ▲ 10.5 ↑ ▲ 15.0
眼鏡 ▲ 37.5 ↑ ▲ 25.0 ↓
化学 ↓ →
その他 ▲ 16.3 → ▲ 16.3 ▲ 20.9 ↑ ▲ 6.9

非製造業 ▲ 17.5 ↑ ▲ 8.9 ▲ 6.0 ↑ ▲ 2.3
建設業 ▲ 37.7 ↑ ▲ 12.1 ▲ 16.2 ↑ ▲ 9.1
各種サービス業 ▲ 4.7 ↑ ↓
卸・小売業 ▲ 12.4 ↓ ▲ 20.6 ▲ 2.4 ↑
情報通信業 ↑ ↓
不動産業 → →

四半期別
平成28年4-6月期 平成28年7-9月期 平成28年10-12月期

前期実績 当期実績 来期見通し

前回
調査時
今期

見通し

項目

状況 不変 不変 不変
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業種別分類集計② 

（単位；％）

良くなる 悪くなる 良くなる 悪くなる 良くなる 悪くなる
増加 減少 増加 減少 増加 減少
多い 少ない 多い 少ない 多い 少ない
上昇 低下 上昇 低下 上昇 低下
増員 減員 増員 減員 増員 減員
容易 困難 容易 困難 容易 困難
① ② ③ ①－③ ① ② ③ 前期比 ①－③ ① ② ③ 今期比 ①－③

製（商）品販売価格 ▲ 4.8 ↓ ▲ 6.0 ↓ ▲ 6.9
製造業 ▲ 7.5 ↓ ▲ 11.7 ▲ 1.7 → ▲ 11.7

繊維 ▲ 7.1 ↓ ▲ 21.7 ▲ 3.6 ↓ ▲ 30.4
機械 ▲ 28.6 ↑ ▲ 21.7 ▲ 9.5 ↑ ▲ 17.4
眼鏡 ▲ 12.5 ↑ ▲ 12.5 →
化学 ▲ 28.6 ↑ ▲ 25.0 ↑
その他 ↓ ▲ 3.8 → ▲ 3.8

非製造業 ▲ 3.5 ↑ ▲ 3.4 ↓ ▲ 4.6
建設業 ▲ 5.0 ↑ ▲ 3.5 ↓ ▲ 10.8
各種サービス業 ▲ 8.8 ↑ ▲ 5.5 ▲ 7.3 ↑ ▲ 3.7
卸・小売業 ▲ 1.4 ↓ ▲ 2.5 ↑ ▲ 2.4
情報通信業 ↓ →
不動産業 → →

原材料（仕入・資材）価格 ↓ ↑
製造業 ↓ ▲ 1.8 ↑

繊維 ↓ ↑
機械 → ↑
眼鏡 → →
化学 ▲ 50.0 → ▲ 50.0 ↑ ▲ 25.0
その他 ↓ ▲ 5.6 ↑

非製造業 ↓ ↑
建設業 ↓ ↑
各種サービス業 ↓ ▲ 9.2 ↑
卸・小売業 ↓ ↑
情報通信業 ↓ →
不動産業 → →

在庫 ▲ 4.1 ↓ ▲ 4.4 ▲ 0.8 ↑ ▲ 3.8
製造業 ▲ 4.3 ↓ ▲ 6.6 ▲ 2.6 ↑ ▲ 5.7

繊維 ↑ ↓
機械 ↓ ▲ 9.1 ↓ ▲ 22.8
眼鏡 ▲ 25.0 → ▲ 25.0 ▲ 25.0 → ▲ 25.0
化学 ▲ 14.3 ↓ ▲ 25.0 ▲ 14.3 → ▲ 25.0
その他 ▲ 9.5 ↓ ▲ 14.3 ▲ 3.8 ↑ ▲ 2.1

非製造業 ▲ 3.9 ↑ ▲ 3.3 ↑ ▲ 2.9
建設業 ▲ 18.2 ↑ ▲ 14.9 ▲ 2.3 ↑ ▲ 8.7
各種サービス業 ↓ ↓
卸・小売業 ▲ 4.3 ↑ ▲ 2.6 ▲ 1.4 → ▲ 2.6
情報通信業 → →
不動産業 ↓ →

雇用者 ↓ ↓
製造業 ↓ ↓

繊維 ↓ ▲ 21.8 ↑
機械 ↑ →
眼鏡 ↓ ↑
化学 ↑ ↓
その他 ↑ ↓

非製造業 ↓ ↓
建設業 ↑ ↑
各種サービス業 ↑ ↑
卸・小売業 ↓ ↓
情報通信業 ↓ →
不動産業 ↑ ↓

資金繰り ↑ ↓
製造業 ↓ →

繊維 ↓ ↓
機械 ↓ →
眼鏡 ↑ →
化学 ↑ ↓
その他 ↑ ↑

非製造業 ↑ ↓
建設業 ↑ ▲ 6.8 ↓
各種サービス業 ↑ ↓
卸・小売業 ↓ ↓
情報通信業 → →
不動産業 ↑ →

項目

状況 不変

四半期別
平成28年4-6月期 平成28年7-9月期 平成28年10-12月期

前回
調査時
今期

見通し

前期実績 当期実績 来期見通し

不変 不変
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業種別分類集計③ 

地域別分類集計 

（単位；％）

① ② ③ ①－③ ① ② ③ 比 ①－③
景気動向 ▲ 20.40 ▲ 16.2 → ▲ 20.40

製造業 ▲ 23.4 ▲ 11.5 ↑ ▲ 22.5
繊維 ▲ 30.5 ▲ 22.6 ↓ ▲ 39.2
機械 ▲ 20.9 ▲ 14.3 ↑ ▲ 4.1
眼鏡 ▲ 25.0 → ▲ 25.0
化学 ▲ 50.0 → ▲ 50.0
その他 ▲ 19.2 ▲ 8.3 ↓ ▲ 21.2

非製造業 ▲ 19.0 ▲ 18.2 ↓ ▲ 19.4
建設業 ▲ 23.5 ▲ 20.2 ↑ ▲ 19.1
各種サービス業 ▲ 14.1 ▲ 14.1 ↑ ▲ 9.3
卸・小売業 ▲ 20.7 ▲ 22.2 ↓ ▲ 25.6
情報通信業 →
不動産業 ▲ 25.0 ↓ ▲ 50.0

項目

平成29年1-6月期 平成29年7-12月期
次半期見通し 次々半期見通し

状況 良くなる 不変 悪くなる 良くなる 不変 悪くなる Ｄ.Ｉ.
前回調査時

見通し

（単位；％）

良くなる 悪くなる 良くなる 悪くなる 良くなる 悪くなる
増加 減少 増加 減少 増加 減少
多い 少ない 多い 少ない 多い 少ない
上昇 低下 上昇 低下 上昇 低下
増員 減員 増員 減員 増員 減員
容易 困難 容易 困難 容易 困難
① ② ③ ①－③ ① ② ③ 前期比 ①－③ ① ② ③ 今期比 ①－③

業況 ▲ 11.1 ↓ ▲ 11.6 ▲ 1.2 ↑
福井地区 ▲ 10.8 ↓ ▲ 11.7 ↑
坂井地区 ▲ 3.5 ↓ ▲ 22.2 ▲ 10.9 ↑ ▲ 5.5
丹南地区 ▲ 12.5 ↑ ▲ 9.0 ↑
奥越地区 ▲ 33.3 ↑ ▲ 14.3 ▲ 11.1 → ▲ 14.3
嶺南地区 ▲ 12.7 ↑ ▲ 8.2 ▲ 1.3 ↑

売上（工事）高 ▲ 11.9 ↑ ▲ 8.9 ▲ 2.1 ↑
福井地区 ▲ 8.5 ↓ ▲ 11.7 ↑ ▲ 0.6
坂井地区 ▲ 1.8 ↓ ▲ 5.5 ▲ 10.9 ↓ ▲ 5.6
丹南地区 ▲ 18.1 ↑ ▲ 2.3 ↑
奥越地区 ▲ 33.3 ↑ ▲ 28.6 → ▲ 28.6
嶺南地区 ▲ 17.7 ↑ ▲ 10.0 ▲ 10.3 ↑

収益 ▲ 9.5 ↑ ▲ 5.3 ▲ 6.3 ↑ ▲ 0.5
福井地区 ▲ 10.8 ↑ ▲ 8.2 ▲ 10.4 ↑
坂井地区 ↓ ▲ 8.3 ▲ 10.9 ↓ ▲ 11.1
丹南地区 ▲ 10.4 ↑ ▲ 4.5 ↑ ▲ 1.2
奥越地区 ↑ ↓
嶺南地区 ▲ 12.5 ↑ ▲ 1.2 ↑

受注残高 ▲ 16.1 ↑ ▲ 15.2 ▲ 8.4 ↑ ▲ 4.9
福井地区 ▲ 14.0 ↓ ▲ 15.2 ▲ 7.8 ↑ ▲ 7.6
坂井地区 ▲ 7.9 ↓ ▲ 20.0 ▲ 11.1 ↑ ▲ 15.0
丹南地区 ▲ 16.0 ↑ ▲ 13.4 ▲ 4.0 ↑
奥越地区 ▲ 40.0 ↑ ↓ ▲ 40.0
嶺南地区 ▲ 25.0 ↑ ▲ 17.5 ▲ 15.3 ↑ ▲ 2.5

製（商）品販売価格 ▲ 4.7 ↓ ▲ 6.0 ↓ ▲ 6.9
福井地区 ▲ 3.8 ↑ ▲ 3.5 ↓ ▲ 7.0
坂井地区 ▲ 5.7 → ▲ 5.7 ▲ 7.7 ↓ ▲ 14.3
丹南地区 ▲ 4.5 ↓ ▲ 8.5 ↑ ▲ 3.7
奥越地区 ▲ 22.2 ↑ ▲ 14.3 ▲ 11.1 → ▲ 14.3
嶺南地区 ▲ 4.4 ↓ ▲ 9.6 ↑ ▲ 5.8

原材料（仕入・資材）価格 ↓ ↑
福井地区 ↓ ↑
坂井地区 ↓ ▲ 3.3 ↑
丹南地区 ↓ ↑
奥越地区 ↓ ↑
嶺南地区 ↓ ↑

在庫 ▲ 4.0 ↓ ▲ 4.5 ▲ 0.9 ↑ ▲ 3.9
福井地区 ▲ 4.2 ↑ ▲ 0.6 ▲ 2.3 ↓ ▲ 2.6
坂井地区 ↓ ▲ 10.7 ↓ ▲ 14.3
丹南地区 ▲ 5.3 ↓ ▲ 14.3 ↑
奥越地区 ▲ 33.3 ↑ ▲ 25.0 ▲ 16.7 → ▲ 25.0
嶺南地区 ↓ ▲ 7.0 ▲ 5.7 → ▲ 7.0

雇用者 ↓ ↓
福井地区 ↓ ↓
坂井地区 ↓ ↓
丹南地区 ↓ ↓
奥越地区 ↓ ▲ 14.3 ▲ 11.1 → ▲ 14.3
嶺南地区 ↑ ↑

資金繰り ↑ ↓
福井地区 ↑ ↓
坂井地区 ↓ ↑
丹南地区 ↑ ↑
奥越地区 ↓ ▲ 14.3 ↓ ▲ 28.6
嶺南地区 ▲ 1.3 ↑ ▲ 1.2 ↓ ▲ 3.4

四半期別
平成28年4-6月期 平成28年7-9月期 平成28年10-12月期

前期実績 今期実績 来期見通し

前回
調査時
今期

見通し

項目

状況 不変 不変 不変
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海外ビジネスレポートVol. ９

競争激化するタイ日本食市場 福井銀行　バンコク駐在員事務所
所長　梶　皓人

2 2,700 店舗を超える日本食レストラン

1 はじめに

　日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）バンコク事務所お
よび日本食レストラン海外普及推進機構（ＪＲＯ）タ
イ国支部では、2009年からタイにおける日本食レス
トラン数と実態調査を続けています。今年度の特徴は、
調査開始から増加が続いていた開業数が、特にバンコ
クを中心に大幅に鈍化した点です。年間８０万人近い

タイ人が日本を旅行するなど本物の日本食を知る人が

増えたこともあり、初期にあった「日本食もどき」を提

供するレストランは急速に淘汰されています。

　下表を見て分かるとおり、退閉店数が１９３店舗と
過去最高を記録し、「３店舗新規開店すると２店舗が
閉店する」計算となっています。

　タイの消費者に最も人気のある外国料理が日本食であることから、タイでは日本食レストランの経営に乗

り出すタイ人が急増しました。そのため特にバンコク首都圏では店舗数が飽和状態になり競争が激化してい

ます。バンコクの中でもスクンビットと言われる日本人が多く住むエリアでは熾烈な競争が繰り広げられて
います。このスクンビットエリアは高級感が漂い、流行の最先端をいくショッピングモールが立ち並び、多
くの日本人を見かけます。実際、タイに在留届を出している日本人約６．５万人の内、約５万人強がこのエリ
アに居住していると言われています。

▲数か月先まで予約が取れない客単価5 , 0 0 0タイバー
ツ の 割 烹 料 理 店。1バ ー ツ ＝ 約 3円（2 0 1 6 年 8 月 現
在）

文 ・ 写 真

出所：ＪＥＴＲＯバンコク・ＪＲＯタイ国支部

業種業態 2014 2015 新開店 退閉店 本年度計 前年比（％）
日本食 668 713 51 11 753 105.6

ラーメン /中華 316 341 43 40 344 100.9
すき /しゃぶ 309 376 17 39 344 91.5
居酒屋 236 275 38 10 303 110.2
寿司 /海鮮 206 271 23 43 251 92.6
焼肉 115 148 43 3 188 127.0

牛丼 /天丼 /豚丼 48 66 14 2 78 118.2
喫茶（珈琲 /甘味） 37 61 18 4 75 123.0

洋食 /軽食 83 71 7 10 68 95.8
ホテル内和食 83 79 3 14 68 86.1
豚カツ /天ぷら 42 54 13 5 62 114.8
鉄板お好み焼き 33 53 8 1 60 113.2

カレー 43 48 9 4 53 110.4
蕎麦 /うどん 41 49 9 6 52 106.1
宅配兼業 14 14 1 1 14 100.0
総合計 2,274 2,619 297 193 2,713 103.6

タイ国日本食レストラン調査 2016 年度
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　なお退閉店した店舗の内訳は、開店後間もな
く閉店した店舗と老舗店舗がほぼ半々という調
査結果となっています。
　日本食の飽食・淘汰の時代に突入したタイで
は、これから新規開店する店舗においては、より
本物に近い味や素材を提供する努力が必要とな
り、老舗であってもＳＮＳなどを通じた広報強
化やイートイン、デリバリー、テイクアウトなど
業態の多様化といった営業努力が不可欠となっ
ています。

タイのマーケット

タイ人の物価感を理解する

　タイの総人口約６，５００万人の内、月収５万タイバーツ（約１５万円）以上の「上流層」は約４％（２６０万

人）、月収２万タイバーツ以上の「中流層」は約１６％（１，０００万人）と言われています。首都バンコクの

人口は約１，０００万人の内、およそ半数程度が中流層、超富裕層は数％のみで、残りを占めるのが地方から

の出稼ぎ労働者と言われています。主に中流層以上をターゲットにしている日本から進出する小売業・飲食

業企業にとっては、実はタイのマーケットは思ったほど大きくないということが分かります。　
　バンコク駐在員生活で日本食業態への進出の話題になると「バンコクは競争が厳しいが、地方にはまだビ
ジネスチャンスがある」という言葉をよく耳にします。地方では依然として農業を生活の糧とする人が圧倒

的に多く、農民はまず自分たちが食べるものを確保し、余りをお金に買えて必要品を購入するという生活ス

タイルが今も健在です。バンコクで日本食業態が飽和状態になってることから、地方に活路を見出すという

点は確かに一理あると思います。しかし、日本企業が進出する場合、商売相手はタイ人、しかも地方という

ことで、事前の綿密なマーケティングとターゲットの明確化が必要であると感じています。

　一般的に日本食や日本製品をタイに輸出して販売する場合、基本となる卸価格に運賃、関税、ＶＡＴ（付
加価値税）が１０～１５％加算され、タイ国内ではそれらに加えて卸業態で１５～２０％、小売で３５～
４０％上乗せされたものが売価となり、そこにＶＡＴ７％がさらに加算されます。こうしてタイで販売され
る日本食や日本製品を、タイの人たち、特に中流層以下の人たちはどう感じているのだろうと普段思うこと
が多々あります。実際数字に換算しますと、日本国内で１，０００円で販売されていたものが、タイでは約
１，５００円（日本の売価の１．５倍程度）となり、その差は５００円にもなります。
　日本では、大卒の初任給は約２０万円、タイでは約２万バーツ（約６万円）、日本のビジネスパーソンがラ
ンチに食べるお弁当は５００円、タイでは４０バーツ（約１２０円）、電車の初乗りは山手線で１４０円、タ
イでは１５バーツ（約４５円）となります。おおよそ、タイバーツにゼロを１つ足した金額が日本での価格と
一致します。
　日本企業のタイ日本食業態への進出は、味やトレンドの分析に加えて、こうしたタイ人の物価感、地方の
生活スタイルを理解することが、成功への足がかりと言えそうです。

▲朝に築地であがった鮮魚が、夕方にはバンコク都内の料理店で提供さ
れる。
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福井 fukui主要経済指標

百万円 前年比 台数 前年比 台数 前年比 円 前年比 ％ 前年比ポイント

2013年 4.2%　 ▲0.2%　 3.8%　 14.5%　 69.0%　

2014年 0.7%　 4.7%　 8.7%　 ▲7.4%　 63.6%　 ▲5.4  

2015年 2.5%　 ▲12.1%　 ▲19.3%　 ▲3.0%　 63.9%　

2015年 2.9%　 0.1%　 ▲11.8%　 23.0%　 74.4%　

2.5%　 ▲4.5%　 ▲15.0%　 40.4%　 76.2%　

3.8%　 ▲5.5%　 ▲5.8%　 48.6%　 78.9%　

▲1.9%　 ▲13.1%　 ▲20.8%　 2.6%　 61.6%　 ▲2.4  

1.6%　 ▲24.2%　 ▲49.4%　 ▲6.1%　 42.2%　

2016年 0.5%　 1.3%　 ▲9.0%　 4.2%　 70.0%　 ▲4.1  

3.6%　 ▲8.7%　 ▲8.2%　 2.3%　 60.2%　

0.6%　 ▲10.5%　 ▲18.9%　 ▲5.2%　 66.3%　 ▲17.7  

▲0.4%　 ▲2.1%　 ▲12.5%　 ▲6.8%　 60.4%　 ▲7.1  

▲3.1%　 ▲1.6%　 ▲15.0%　 ▲1.8%　 87.5%　

1.0%　 ▲5.9%　 ▲18.0%　 ▲1.3%　 42.9%　 ▲2.1  

▲1.0%　 ▲2.1%　 ▲9.7%　 19.1%　 68.5%　

季節調整値 前年比（原） 季節調整値 前年比（原） 季節調整値 前年比（原） 季節調整値 前年比（原） 季節調整値 前年比（原）

2013年 ▲0.6%　 1.7%　 ▲4.0%　 ▲0.5%　 6.6%　

2014年 1.7%　 4.4%　 ▲8.1%　 3.7%　 ▲5.8%　

2015年 8.2%　 21.0%　 ▲3.1%　 3.4%　 28.5%　

2015年 9.1%　 23.4%　 ▲2.2%　 2.7%　 11.9%　

6.4%　 14.2%　 ▲6.4%　 2.0%　 17.1%　

3.3%　 17.5%　 ▲2.6%　 ▲4.4%　 18.2%　

6.9%　 11.4%　 ▲2.2%　 6.0%　 19.6%　

▲0.4%　 0.9%　 ▲5.8%　 ▲9.9%　 28.5%　

2016年 ▲1.9%　 2.1%　 ▲3.9%　 ▲1.8%　 19.9%　

▲0.6%　 ▲6.9%　 0.1%　 ▲3.0%　 24.0%　

▲1.0%　 0.4%　 ▲2.7%　 0.5%　 28.1%　

▲3.8%　 ▲7.6%　 ▲5.9%　 ▲2.3%　 24.0%　

2.0%　 0.7%　 ▲0.6%　 4.5%　 22.8%　

▲2.2%　 ▲4.8%　 ▲2.3%　 2.7%　 13.2%　

▲5.3%　 ▲5.4%　 ▲5.9%　 1.6%　 9.1%　

戸 前年比 戸 前年比 戸 前年比 戸 前年比 千㎡ 前年比

2013年 22.8%　 29.3%　 5.1%　 23.3%　 ▲4.3%　

2014年 ▲21.3%　 ▲28.0%　 1.6%　 ▲25.6%　 5.2%　

2015年 11.9%　 5.3%　 27.9%　 15.8%　 ▲3.2%　

2015年 ▲9.2%　 ▲9.1%　 ▲32.8%　 92.9%　 ▲0.7%　

6.7%　 14.1%　 ▲8.1%　 ▲5.3%　 ▲7.6%　

21.6%　 9.7%　 5.6%　 161.5%　 0.3%　

6.4%　 ▲4.5%　 26.4%　 13.3%　 ▲4.1%　

22.8%　 11.9%　 63.4%　 33.3%　 ▲2.2%　

2016年 38.0%　 19.4%　 112.9%　 27.8%　 0.5%　

7.8%　 9.8%　 ▲25.0%　 32.0%　 4.1%　

▲4.3%　 ▲0.4%　 ▲19.6%　 45.8%　 1.6%　

25.7%　 26.2%　 53.6%　 ▲38.5%　 ▲5.8%　

4.1%　 6.8%　 ▲7.4%　 91.7%　 ▲2.4%　

▲29.4%　 7.7%　 ▲63.8%　 ▲31.6%　 ▲5.4%　

▲7.4%　 ▲2.5%　 ▲47.9%　 161.9%　 ▲6.3%　

年 年

年 年

資料出所 国土交通省 県政策統計課

（注）機械工業＝一般機械工業＋電子部品・デバイス工業＋電気機械工業＋輸送機械工業　 （※1）年間補正実施により、原指数及び季節調整済指数は変更されています。

新設住宅着工戸数 織物生産

合計 持家 貸家 分譲住宅 総生産高

年 年 年

年度

資料出所 福井県総合政策部政策統計・情報課

（注）大型小売店販売額は全店ベースによる

鉱工業指数（2010＝100）（※1）

生産
出荷 在庫

総合 機械工業 繊維工業

年 年 年

年 年 年 年

資料出所 近畿経済産業局 福井県自動車販売店協会 総務省統計局（家計調査）

大型小売店販売額
新車登録（届出）台数 家計（福井市２人以上の世帯のうち勤労者世帯）

合計 内軽乗用車販売台数 消費支出 平均消費性向
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福井 fukui 主要経済指標

㎡ 前年比 ㎡ 前年比 ㎡ 前年比 ㎡ 前年比 万円 前年比

2013年 ▲7.3%　 ▲41.8%　 10.9%　 14.3%　 ▲1.1%　

2014年 15.7%　 65.1%　 ▲21.8%　 ▲45.5%　 8.6%　

2015年 ▲10.1%　 ▲1.3%　 31.7%　 67.7%　 8.2%　

2015年 ▲14.2%　 ▲20.9%　 ▲34.4%　 164.5%　 48.0%　

54.4%　 68.0%　 94.9%　 1387.0%　 85.1%　

22.4%　 60.5%　 100.6%　 2485.0%　 3.3%　

33.6%　 222.2%　 755.2%　 ▲69.3%　 60.4%　

▲70.9%　 ▲92.7%　 61.2%　 ▲65.0%　 ▲70.3%　

2016年 ▲50.0%　 ▲74.3%　 ▲69.8%　 ▲1.9%　 ▲44.6%　

▲66.9%　 ▲92.1%　 ▲62.2%　 76.0%　 ▲62.0%　

▲37.3%　 143.5%　 ▲55.9%　 ▲22.5%　 ▲63.4%　

▲56.9%　 ▲91.7%　 660.6%　 ▲44.9%　 ▲48.1%　

▲18.3%　 5.4%　 127.6%　 ▲69.3%　 ▲28.1%　

▲12.6%　 28.2%　 18.1%　 ▲68.8%　 ▲36.3%　

▲6.3%　 ▲50.0%　 ▲35.8%　 48.0%　 ▲19.2%　

負債額 輸出 輸入

百万円 百万円 前年比 百万円 百万円

2013年 ▲34.0%　 ▲89.6%　 ▲11.5%　 ▲11.9%　 11.3%　

2014年 12.5%　 96.4%　 ▲18.7%　 ▲23.0%　 18.0%　

2015年 ▲20.8%　 376.2%　 ▲16.3%　

2015年 ▲50.0%　 ▲68.7%　 ▲7.1%　 22.9%　 ▲38.4%　

▲60.0%　 ▲88.7%　 ▲37.5%　 42.9%　 5.2%　

▲16.7%　 ▲55.1%　 ▲16.7%　 24.4%　 ▲39.8%　

25.0%　 91.1%　 ▲10.9%　 ▲7.6%　 ▲13.8%　

66.7%　 4802.7%　 ▲34.3%　 12.6%　 0.1%　

2016年 0.0%　 272.0%　 0.4%　 ▲4.1%　 ▲18.9%　

▲12.5%　 ▲45.7%　 ▲0.1%　 12.3%　 ▲41.0%　

▲25.0%　 ▲88.8%　 3.6%　 2.2%　 ▲10.6%　

▲55.6%　 ▲99.8%　 ▲33.8%　 ▲6.5%　 1.0%　

▲33.3%　 ▲96.3%　 ▲20.0%　 ▲18.3%　 8.0%　

25.0%　 262.0%　 ▲10.6%　 ▲8.4%　 ▲43.9%　

25.0%　 ▲64.1%　 ▲29.6%　 ▲1.6%　 ▲23.8%　

百万円 前年比 百万円 前年比 百万円 前年比 客数(人) 前年比 倍

年度 年度

2013年 ▲0.5%　 2.1%　 ▲3.9%　 ▲4.2%　 2.7%　

2014年 11.7%　 6.4%　 19.1%　 1.2%　 2.4%　

2015年 8.9%　 6.2%　 12.3%　 20.8%　

2015年 8.4%　 7.5%　 9.6%　 11.1%　 1.3%　

▲0.5%　 6.6%　 ▲9.4%　 63.7%　 1.3%　

22.2%　 7.5%　 42.8%　 42.4%　 1.8%　

▲1.8%　 ▲9.8%　 8.0%　 14.7%　 1.9%　

16.0%　 15.1%　 17.1%　 17.9%　 1.7%　

2016年 7.2%　 3.3%　 11.4%　 6.5%　 1.3%　

14.0%　 2.2%　 28.0%　 11.2%　 1.5%　

▲10.1%　 ▲17.7%　 ▲0.4%　 10.0%　 1.8%　

33.6%　 15.4%　 55.5%　 3.9%　 2.0%　

▲4.7%　 ▲10.8%　 2.3%　 1.6%　 1.9%　

19.9%　 0.8%　 44.8%　 ▲2.1%　 1.7%　

10.0%　 1.5%　 19.8%　 1.5%　

福井労働局 県政策統計課

企業倒産（負債額1千万円以上） 信用保証 貿易（敦賀港・福井港）

件数

年度 年度 年度 年 年

前年比 前年比
金額

前年比 前年比

年 年 年

資料出所 国土交通省

建築着工統計（非居住用）床面積 建築着工統計（非居住用）

合計 鉱工業 商業用 サービス業用 工事費予定額合計

年 年

資料出所 東京商工リサーチ 信用保証協会 大阪税関

（注）有効求人倍率の年度は原数値、月別は季節調整値　 （※2）有効求人倍率の2014年12月以前の数値は新季節指数により改訂されています。

眼鏡輸出実績
芦原温泉入込状況

有効求人倍率
 （※2） 完全失業率枠類合計 眼鏡枠 眼鏡

年 年 年 年

資料出所 財務省貿易統計 あわら市役所
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個人事業主様、中小企業オーナー様へ
法人カードがお勧めです。

さまざまなシーンで業務の効率化が図れます !!化が図れます !!ンで業務の効率化さまざまなシー
MAKE EFFICIENT

福井カード 検索

〒910-0023 福井市順化1丁目2番3号TEL.0776-21-7881（9:00～17:00土日祝休み）
賃金業者登録番号：北陸財務局長（11）第00024号／包括信用購入あっせん業者登録番号：近畿（包）第10号
日本賃金業協会会員 第002758号／一般社団法人日本クレジット協会会員  第041340000号

お申込みはお近くの福井銀行窓口まで。（福井銀行は DC カード、JCB 法人カードの取次をしています。）
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2016 爽秋号編集後記

　今回は、福井県立大学地域経済研究所の南保教授からご寄稿いただき、福井県

の製造業を代表する繊維や眼鏡枠を中心に歴史的な背景を振り返りつつ、躍進

を続ける地元の企業群についてご紹介いただきながら、福井県の産業の地域特

性についての考察を行っていただきました。

　また、今回９月に実施させていただいた景況アンケートの分析結果について

報告させていただきました。政府をはじめ各調査機関も、景気に関しては、「ゆ

るやかな回復基調を続けている」という方向性の評価が多くみられますが、当調

査においては回復の度合いは少しスローダウンしてきている気がしておりま

す。ただし、先行きに関しては、逆に明るい見通しを持っておられる方が増加し

ており、ほっとすると同時に今後の期待感に繋がっております。

　県や各市町においても地域経済を活性化すべく、各種施策を展開しているこ

ともあり、我々も地域金融機関として官学金が一体となって、地域のみなさまと

引き続き連携を強化していきたいと考えております。地域経済が元気になるに

は、まだ様々な困難もあろうかと思います。表紙のアサギマダラは蛹から一気

に美しい姿になり大海原を渡るためにはばたくそうです。みなさまとともに福

井人の特性とも言われる「ねばり強さ」で乗り切り、この蝶のように大きく躍動

していければと思います。

（情報支援チーム　チームリーダー　松浦　忠義）
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